
8

徽毒「ワクチン」に關すろ研究

第3報「アンチフオルミン」塵置「ワクチン」に依る

徽毒患者血清及磯脊髄液の凝集反慮

金澤醤科大国細菌學歌室（主任谷教授）

淺   野    修
   Osafnes Asavto

  （昭和22年5月19目受附）

内 容抄録

 著者は家兎の徹毒性睾丸の食盤水浮游液を「アンチ

ブオルミソ」で盧置する事に依って得た安定な「スピ
   あ
ロヘータ」浮游液を抗原とし，画塾反鷹陰性及陽性の

人血順位昏晦腿液との試験管内に於ける凝集反懸を實

験し次の結果を得た．

 1）此抗原は「ス」株，食詰の濃度（0・4％及0・85％）

を攣へ，叉異る日に作製しても影響なく，有効保存期

闇は80日間以上である。2）徽毒反懸陽性例に於ては

凝集反癒は例外なく陽性であb，徽毒反懸陰性例に於

ては極少激の例外は1あるが夫に於ても凝集便は徽毒反

懸陽性例に比較し低い．3），同一入の血清と旙脊髄液

の凝集祝融に於て血清は旙脊髄液の4～16倍の凝集慣

を有する．
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   文 獄

第1章緒

 徽毒冤疫の本態に關し，谷敏授及その門下

3）， e・ 5）・ 6） va依る撒年に亘る研究は陳奮徽毒家

兎の盟液：中並に徽毒i人血清中に殺「ス」性物質の

存在を明確に謹明し，次で谷教授は凝集反慮の
       ノ検索に手を染められ「アンチフオルミン」で庭

置し疫抗原を以て凝集反鷹の特異性を明確にさ

れた．

言

 その後谷教授，井上，著者8｝は此「アンチフ

オルミン」で慮置した「トレポネーマ」の濃厚な

「ワクチン」を使下し，家兎に直して徽毒の豫防

接種を實施し，之＄良好なる成果を牧め，その

結論として徽毒の冤疫は器性冤疫である事を主

張し，今日迄徽毒の眞性髭疫を疑った人達の誤

りを指摘するに至つk．
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懲毒「ワクチン」に關する概究 9

 野趣の凝集反回は普通に施行したのでは陰性

であって，徽毒家兎の睾丸から食盤水の浮游液

を作ったまSでは陳奮徽毒家兎1血清と一緒にし

ても全然凝集反慮を現さないのであるが，（培

養「スピロヘータ」の記載は別とする）時には此

反乱に睾丸浮游液中に自爽凝集が著明に現れて

全く實験成績を判定し得ぬ場合が少くない．面

立襲凝集性に就ては著者1・ 2）は「ス」株，組織

液，藥物等の影響に就て既に詳細に獲表したか

ら参考とせられたい．

 かくの如く組織「ス」は一方難凝集性であり，

他方自獲凝集を起し易いものであるからこのま

Sでは凝集丁丁の施行は不可能であり，鼓に写

しい工夫を考へる必要があったのであるが，此

：方面の研究としては僅にZinsser， Hopkins u．

Mc． Burney 9）が組織「ス」を塵酸で慮置して凝

集反慮用抗原としての感受性を高めようとした

が，目的に副は無かったといふ報告があるのみ

であった．’

 此やつかいな組織「ス」浮游液を谷i教授7）は

1「アンチフオルミン」を加へて庭置された結果，

之等の障碍を除去する事が二二，安定な「ス」浮

游液になると同時に凝集反憲用の抗原として用

ひ得ると嚢表されたのである。

 谷教授は此論：文に於て抗原浮游液の製法及術

式，陳奮酒毒家兎血清に樹する抗原の性質更に

凝集反慮の特異性に就て詳細に槍討を加へら

れ，次で「ワッセルマン氏反慮（以後「ワ」氏反憲

と略記す）陽性及陰性の各30例宛の入血清の凝

集反癒をも實験され，「ワ」陽平慮疑陽性の人血
           
清には例外なく凝集反慮陽性であ砂，反鷹陰性

の血清では工例の例外のみで全て凝集反響は雪

げ性であると報告された．

 著者は一著に於て，此「アンチフオルミン」庭

置「ワクチン」を用ぴて（1）徽毒反鷹陰性及陽性

の多数の人血清の凝集反憲（2）同様な騒脊髄液

の凝集反歯に就き谷敏授の陳奮徽毒家兎に於け

ると同檬の試験を：施行し特異的凝集素を謹明し

得たので鼓に報告する次第である．

第2章 抗原浮游液の製法及凝集反磨の術式

 谷敢授7）の論文に記載されてある通りであるが要職

を示せば次の如くである．

 家兎の睾丸内に徽毒を接種し，徽毒性畢丸炎の極期

に達した頃，之を摘出し，重さを測り，目方の3倍量

に相帯ずる靴墨の食盛水を加へて浮游液を作る．之を

「ガーゼ」2枚を重ねて濾過し（この際「ス」の濃度を橡

査する）．1000回5分聞遠心して粗大組織片を除き，

上澄に「アソチフオルミン」（石津會肚製）を⑪・5～O・7％

の濃度に加へ，室温30分間放置し，此間に雨3一振盤

する．次で3GO⑪回1時闇遠心して得た沈渣に適當屋の

0・5％石炭酸電食額面を加へてrス」の濃度が1⑪ノ1～

2⑪／1位の浮僻液を｛乍り褐色瓶に入れて氷室に保存す

る。之が凝集反心用抗原である。この抗原は氷室に放

置して時た二二して見ると，製後80日間以上は安定な

「ス」浮游液として使用に堪へ得る．

 衣に凝集弓懸用の血t論は56。C 3⑪分闇加熱した非働

性のものを使用し，謄脊離液は働性のものを使用す

る．血清及畷脊腿液の稀羅は⑪・5％石炭酸加食璽水で

行ふ．

 小試験管に稀羅した印二二三三三三O・1ccを探り，

之に抗原液0・1cc宛を加へて振盟混和し，（血清及二

野臆液の稀繹は元の倍になる）37。Cの艀卵器内に入

れて3時間或は24時聞放置後取出して暗親野照暉法で

成績を観察する．

 所見は反懸陰性の時は各「ス」は李等にばらばらに散

在してをり，精々稀にV，X或はV型のものを見るに

過ぎないが，陽性の場合はその強さに懸じて2～3條の

愚状或は星状の集塊から無数の「X」の選集團が出來て

をる．時に血清の濃い所で防止帯が現れる事があ弼

叉其所では「ス」の形が崩れて，屈曲の悪いふやけた形

を示し，「ス」の敷も幾分減少してをる様に思ふ場合も

ある．

 著者が本實験に使用した43ア個の徽毒性睾丸は晩秋

から冬にかけて採：満したもの及冬から春にかけて探凹

したものが大部分で1個の重量は李均7・99であ肪

晩春から夏にかけて探取したものは李均6．29であっ

［ 9 ］



10 淺 野

た．

 此實験は丁度徽毒の豫防接種の實験と時期を同ふし

たる爲凝集反懸人の抗原は大部分謎掛接種用の濃厚な

る抗原（1cc中「ス」敏概算2億個乃至7憶個のもの）

を使用し，一部分は普通の濃度の抗原を使用したが，

凝集墨磨の検査毎に濃厚なる抗原は2～3倍時にはそれ

以上に顎堤し，、1覗野に「ス」轍15～20條の濃度として

使用した．

第3章抗原液の安定性に關する楡討

1・．「ス」株の關係（第1表（1），（2）参照）

抗原浮面面は汎温点性が深いから，何れの株

ρ浮游液を以ても差支へない課で實験を繰返し

た結果も略その通りであった．

     第1表（1）「ス」株の關係
抗原浮游液＝  1號株187代，「ス」15－20／｝，

       VIII二二187代，「ス」15／工

       夏x號株93代，「ス」15／1

      （VII十XI）號株；「ス」15／1

   血清：

保存2日

保存8日

保存3日

保存54日

2128號，「ワ」一反懸，村田弓懸強陽性

2127號，「ワ」一反懸，村田反懸陰性

37。C24時間後観察

血清番號

2128

2127

瀞
 I
 V皿I

 IX

VII十Xi

 I
 V夏五夏

 IX

VII十X1

5 1a

什由
什田
十

十

什

十

20

十

十

十

十

40

十

十

十

（＋）

80 160 Kl）

註1）：Kは塩詰を意味す．以下の表も同糠，

 之に依ると1號，VIII號， IX號の各株より

製作した抗原の間には特別認める程の差異が無

いが，VII號とXI號の2株の混合「ワクチン」

は稽凝集反慮が弱い様である．此混合「ワクチ

ン」は他の3抗原に：較べて特別古い「ワクチン」

であったのが原因の様に思はれたので更に次の

實験を行ってみた4

 此強襲ではVII號とXI號の蝕しい混合「ワ

クチン」を使用した所，果して株の闇に殆差異

が認められなかった．

 膿1脊髄液は検査するに足る分量が無いので取

止めた課である．

 2．異なる日に作製した同一株抗原液の能力

（第2表参照）

 徽毒家兎に於て睾丸炎は常に同一厭態で出來

上るとは限らない．之等の種々異なった歌態の

睾丸から作った「ス」浮游液が常に同一の抗原性

を獲鎖するかどうかに就て，谷教授は徽毒家兎

の鼻口血清に就て槍討され差異の無Vb事を明か

にされた．

 著者は人血清に就て検討し同じく差異が無い

事を知った㌔即1號株及VIII號株の2株に就て

［ 10 ］



徴毒「ワクチン」に關する研究 11

抗原浮游液＝

血満：

  第1表（2）「ス」株の井戸
 1號株 保存5日（第1表（1）の抗原）

V正皿號株 保存11目｛第1表（工）の抗原）

 VII號株 十Xl鋭株の混合1ワクチンi：「ス」15／1，製作日に實瞼

2134號 「ワ」氏反憲，村田反上張陽性

2133麗 「ワ」氏反慮，村田反懸陰性

370C 24時間後蝦察

  ．D血清

血清番號 三二 5 10 20 40 80 160 K
「抗原

、

      1 1 ・1十 1－ i十 1十
2134 1 VM 1 十  i ・1十 1 一H・ 1 十

    V正1十XI  十       十二．  十

（＋）i 一 1 一

（＋）1 一一一

（＋）1 一 1 一一一

2127

 1 1 －  1 －  i －  i －  1 －  1 －  1 －

 V［［1 1 ・一一 1 －  1 －  1 －  1 －  r ．一 1 －

VI［十XI 1 一 i 一 1 一 ］ 一1一一 1 一 1 一 1 一

士2表  異なる日に作製した同一株抗原液の能力

  抗原 1： 一1顕i株187代睾丸より作製 （保存21日）

  抗原 II： ’1號株188代睾丸より作製 （試聴麗日作製）

  抗原 IIZ：VIH號株工87代睾丸より作製 （保存27目）

  抗原 【V：Vm號株187代睾丸よわ作製 （試験當日作製）

  血清：徽毒反窓陽性血清2257號

謙15
I

I［

1圧！

IV

十

十

十

le

什

20

十

十

40

十

十

十

十

80 K

    第3表  食肇水の濃度の關係

抗原 1＝  1麗株，0・4％食騨水にて作製 （保存5日）
抗原 1（ ： VII工號株，⑪・4％食藍水にて作製 （保存34日）

抗原 ［［1 ：  1號株，O・85％食藍水にて作製 （保存3日）

抗原 〔V： VI！1二二，⑪・85％食盤水にて作製 （保存28日）

血溝＝徹毒反鷹陽性の血清2309號
37『C22時間後観察

て頴血清稀羅
抗原番愈＼

I

I［

五皿

IV

10

十

十

20

H
H

40 80

十

十

十

十

160 K

［ lt ）
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各2種宛の浮游液で試験した．

 3．食盛水の濃度の關係（第3表参照）

 抗原の製作の仕上げの時に於てO．5％石炭酸

加食盤水を加へて浮游液とするが，此際の食盤

の濃度が抗原の被凝集性に影響あるかどうかを

槍討したのである．帥04％及O．85％の食盤の

濃度に就て實験し，血清の稀繹はO．4％食盤水

の抗原には0・5％：石炭酸加⑪．4％食1謹：水を用ひ，

O・85％食盤水の抗原には05％石炭酸加⑪．85％

食盤水を使用した抗原は1號株及VIII號株の

2株を用ぴたが，その結果は差異が無いので，

抗原液は全下意を通して0．85％食盤面を使用し

『たのである。       ，，

 4・抗原液の有効保存期聞傑；4表（1），（2）

参照）

 「ス」株と抗原性の關係に於て述べたる如く，

陳奮抗原（保存56日）の被凝集性が梢低下せる如

く思はれたので，此陳：蛮抗原に於て幾何の期闇

有効in ．bやを桧討した．

 徽毒の豫防接種用として製作した抗原は27／

x～27／XI，1939に製作したものにして13／1，

19斗O～6／11，194⑪の聞離製作絡了βより算へて

47日～71日問保存せる抗原にて72例の徽毒反鷹

陰性の血清，48例の徽毒才智陽性の血清合計

12⑪例の血清に就て凝集反鷹を槍討し，抗原液

の能力に差したる攣化を認めなかった。

 叉別の抗原は2種の高這「ワクチン」を混合し

たものであり，次の如き過程を維て製作した．

 抗原1（1號株，VII守株， VIII l號株の多債

「ワグチン」，製作6／11，1940）．

 抗原II（X一株，27二二の多債「ワクチン」，

製作12／II，1940）．

 抗原1十抗原II一・・19／11，1940．

 此混合材料「ワクチン」（抗原1，抗原1工の混

合せるもの）は23／1工～8／v，1940の期聞皇”混

和後4口乃至79日の期間鉛毒反慮陽性の血清14

例に就て凝集反慮を實施しだるに陳奮「ワクチ

ン」に於て凝集性が僅に減邊する如き成績を示

した。

 之に依ると抗原保存日敷4日目及16日目に野

梅査日

23／II

 1！

 t1

6flll

 rt

 ll

 tl

 rl

 tt

3／ V

 tt

 t1

8／V

 t／

    第4表（1＞

嚇謙5
抗原液の有効保存期間

4 日

 tl

 t1

16 日

 tl

 tf

 tl

 tx

 lt

74 日

 11

 1t

79日l
 t1

2258

2262

2271

2346

2347

2341

2345

2348

2349

258

259

255

254

253

’1）

・

．

IC 1

翻＋

H l 十e

ft j一
十卜｝十÷

・1什
・ ！ 十1・

 1

十

十

十

甘

「    1

｝4・ ｛8。 160

1困 1十 一

十 （＋）
一

1＋ （＋）
隔

1喋 十十
一一

十 十 一

朴 十 一

粁 十 一
Il彗 十

＝1

屠 一（＋）（＋う 一一一

十 1（＋） 一

十 一

K

註1）：梅聴せず

て略差異が無いが，74日目或は79日目のものは

各血清稀繹に於て反慮は弱い傾向がある，帥

259，254の爾血。清は凝集慣は80倍であるが，

20倍，4⑪倍，80倍の各血清稀繹の所に於て反慮

［ 12 1
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は弱い．叉258のみは40倍迄陽性であった．鄭

此抗原に於ては古くなると或程度の被凝集性の

減弱を直してみる様に思はれる．・併し259，25斗，

258の3血清は元來凝集力の弱い血清であった

かも知れない．何れにしても凝集三一を襯察す

る上に於て支障となる程度の減弱は無い様であ

る．三人血清の凝集反慮に於ては抗原の有効保

存期聞は少くとも79日聞である．

 騒脊髄液に於ては抗原の有効保存期間は少く

とも80日間である，第4表（1）と同一抗原を使

用し，抗原製作日に於て3例，保存8⑪日目に於

て6例の拶脊髄液に就てその凝集反慮を観察し

たが，凝集債がまちまちであった爲明確な結果

を得なかった．

第4表（2）抗原液の有効保存期間

  抗原＝第4表（1）と同一抗原

     370C24時間後観察

検．

査
日

119／ 1［

 tf

 tt

9／V

 ff

 tt

 r／

 tt

抗原劇 且箇灘羅

臼敷耳蜍ｿ號

製作當日

rl

t1

80日

tt

st

tt

tf

2217

2218

4524

282 t

284

277

278

27｛

280

1

（＋）

．

十

（＋）

（＋）

十

2

．

．

十

（＋）

（＋）

（＋）

十

5 Fle

5．）F

（＋）

（＋）

十

十

（＋）

（＋） ii ［＋）

c＋）

（＋）

十

十

2／O

畔

十

十

40 80

．

．

．

．

K

 5．凝集反t進行の時聞的關係（第5表（1），

（2）， （3）参照）

 （1）血清に就て

谷教授は徽毒家兎の一門血清の凝集原慮は

37。C 3時間では不充分であり，37。C 6時聞→

室温18時間叉は37。C 24時闇で完成すると述べ

ておられる．

 著者が人血清に就て楡査せる所では37。C 3

第5表（1）人血清の凝集反鷹進行の時間的關係

3 時 間 ｝艀卵器内の時闇1             24  時   間

謙繹 10 80 ユ6⑪

＿1

20 40 160 32⑪ K

2321

Q323

Q346

Q347

油引甘十

2⑪

齣|什什十十

40

鼡ﾌ特什甘 一 ｝
¥十十十

｝   ，

i＋）

鼈黶i＋）

320

z一一一

一一隔

＿i 十｝
A「ス」少し

@粁
@十
@十

昔「ス」少し

怺ﾃ什

什「ス」少U十甘i斗 1十 2

80

pT十十

（＋）

H一十

一幽一一 一一一一

時闇と37。C 24時聞の間には差異が無い．

 2321號は血清稀繹10倍よ輿0倍迄「ス」が梢少

くなるのが見られた．（37。C24時闇後の観察〉

 更に：混合血清」に就て37。C 3時間，37。C 3

時間→窒温21時間及37。C24時間の3つの場合

を検査した．

［ 13 ］



14 淺 野

       第5表｛2） 入血清の凝集反慮進行の時聞的輿台

血清：「ワ」氏反懸，村田反憾張陽性，血清番號2197，4429，4430，4446，4450の混合血清

抗原： 1（1號，v∬號， v∬1號の3株の睾丸より採りたるもの，1ス」4⑪／1，6／1【，194⑪製

   作）を2倍に0・5％石炭酸加食堅水で稀羅す。
   皿＝x號，27號の2株の畢丸よむ探わたるもの，「ス」15・ ・20／ ［ ，12／11，1940製作

艀卵器内の時早

引 清 稀 羅
10

  3   時   間
3時…間→室注1（90C～180C）21時…間

  24   時   間

  3   時   間
3時間→室温（9。C～18。C）21時間

  24   時   聞

十

十

十
「ス」少し

十

20

「ス」少し

H

40

十

十
「ス」少し

80

十

十

十

 （＋）

 十
 （＋）

『ス」少し

 （＋）

 十
 十

160

e“

1一

320 K
抗
原

i

工1

 37。C 3時間，37。C 3時闇→室温21時聞及

37。C24時闇の内37。C 3時間t，室温21時間が最

亀よい様であるが，3者の聞には殆差異が認め

られない．抗原1を使用したる時37。C時間：放

置後の観察では「ス」が梢減少した様に思はれ

た。

 （2） 彊脊髄液：に就て

 二二に依ると2306號は37。C 3時聞放置後の

       第5表（3）騒脊髄搾め凝集反鷹進行の時霊的關係

抗原＝vHI號en， zx並並の混合材料「ワクチン」，製作20／1【，1940，「ス」ユ5－20／1，

     保存8日及び9・日目に使用「ワ」氏反慮陽性の膿脊騒液清心，2306駿，2318號

麟脊騎
液番號

23e6

2318

廓讃3
24

時

時

間

間

3

24

時

時

閲

間

1

．

2

十

十

5

十

十

十

10

十

十

（＋）

十

’2・「謂マ「「

（＋）

十

（＋）

十

（＋）

観察では20倍稀繹迄凝集反慮陽性，37。C 24時

間放置後の観察ではその倍の40倍稀繹迄反慮陽

性である．2318號は37。C 3時間も37。C 24時

闇も共に2⑪倍稀繹迄凝集反慮陽性であり，凝集

の力慣に於て攣りは無いが，愚慮の強さから言

へぱ24時聞放置後の：方が著明である．帥謄脊髄

液に於ては37。C 3時聞の放置は反磨施行上汁

充分であPl．，37。C24時聞放置後観察しなけれ

ばならぬ．

 併しその後踏脊髄液の凝集反慮に於て37。C

24時間放置の爲に相當の十二に於て「ス」の数が

非常に少くなり，全く制定の下学ぬものがあっ

た．從って騒脊髄液の凝集反慮には37。C 3時

間放置及37。C 24時聞放置後の爾観察を併用す

るのがよい様に思はれる．

第4章人の血清及眠脊髄液の凝集地無

 L同一人の血清及謄脊髄液の凝集反慮（第

6表参照）

 徽毒反憲陽性の同一人の血清及拶脊髄液：6例

宛に就て夫々2種の抗原を使用し，37。C 3時

C 14 1



徽毒「ワクチン」に關する研究 15

     第6表 同一一人の血清及拶脊髄液の凝集反慮

抗原1＝VHI駿株， IX號株の混合材料「ワクチン」，2⑪／II，1940作製

抗原1［＝（イ）1號株，v【1號株， vm旧株の混合材料「ワクチン」，6／11，

    194⑪作製，（ロ）x朧株，27號株の混合材料「ワクチン」，12／11，

    194Q｛F製，19／1ら1940，（イ），（ロ）を混和し2倍に風霜して使用

 血1清電解
@脊髄液の
ｺ門號’

    稀羅倍

x卵滑動
i37。C）の時間

1 1
3（時間）

Q4

〃 2
324

〃 3
324

4
324

〃一311

5
324

〃 6
324

血 清

1・國｛4⑪剛16・132・IK

1＋
1＋
什 十

十

耳濁  脊  髄  液

．

．

．

．

一i

十

十

十

十

。＋）

十

十

十

十

十

（＋）

（＋）

（＋）

（＋）

i 1 2 1 s i io 1 2e 1 40 1 so 1一 K

厳島
  
「＋・）

十

十

十

十

十1）

（＋）

十

？ 2）

＋ i（＋）

’1’

十

十

・

（＋）卜

（＋）1 ・

註 1）： 「ス」少し

註 2）＝「ス」少く制定不能

十

十

（＋）

十

十

？ 2）

（＋）

（＋）

〈＋）

（＋）

十

十

＋ 1（＋）

（＋）1（＋）

（＋）

（＋）

十

．

．

．

．

．

薩

間放置後及3㌍C24時間放置後比較観察を行っ

た．

 之に依れば徽毒反慮陽性なる同一人の血清上

騰脊髄液の凝集反慮は例外なく共に陽性であ

る．

 凝集債に就て言へば37。C 3時聞放置及37。C

24時間放置後の観察では1例（N⑪3）を除V・て同

一である．帥No．1， N⑪．4，：No．6の血清は80倍

（血清のみの稀裡），麟脊髄液10倍（騰脊髄液の

みの稀繹）で，血清と騒出射液の力債の比較は

8：1である．No．2は血清160倍，拶脊髄液は

10倍（37。q24時聞後の観察は「ス」少く判定不能

の爲37。C 3時聞後の成績を以て表す）で力慣

の比較は16：1，No．3は血清8⑪倍，騰脊髄液は

37。C 3時間後の観察では10倍，37。C 24時間後

の鶴察では20倍，帥力償の比較は8～4：1で

ある．No．5は血清8⑪倍，潮脚髄液：2⑪倍にして

力慣の比較は4：1である．

 帥同一入の血清下露脊髄液に：於ける凝集反回

の力償は血清」80倍乃至16⑪倍，謄1脊髄液10倍乃

至20倍であ塾，同一人の血清及晒脊髄液の凝集

債は督しも準行しないが，血清は騒脊髄液の4

倍乃至16倍の力債を持ってるる。

 2．十寸反鷹陽性及陰性の人血清の凝集反回

 谷教授に依る「ワ」氏反鷹曝陽性3⑪例及全く徽

毒十号（「ワ」氏反憲，「マイニッケ」氏反慮，村

田回雪）陰性のもの30例に湿ての報告は次の様

である．

 「ワ」氏反証陽性の30例は全部凝集二二陽性

で，力債は最近1；20から最高1：120であり，

3反慮陰性の血清中29例は1：2⑪の稀繹（血清

のみの稀繹で1：10に回る）では凝集反鷹全く

陰性であり，淺り1例のみ1：80迄陽性であり

此患者は偶然卸町であったと言、ふ．

 著者は「ワ」氏無慮陽性86例，懲毒反鷹1（「ワ」

氏反鷹，村田反鷹）陰性のもの131例に就て槍

C 15 ］



16 淺 野

査した成績は次の表に示した．

 之に依れば徽毒反鷹陽性血清は86例中85例が

稀繹1：80乃至1＝32⑪（血清のみの稀繹で1：40

乃至1：160に留る）の凝集債を有し全例敷の約

99％にあたゆ，1例1のみ稀繹11401血清のみの

稀繹で1：20）の凝集債であり，86例が全部凝集

抗原1＝

抗原1【＝

抗tSllr ：

e

抗原∬十1皿：

抗原rv：

抗原V：

         第7表 人血清の凝集反慮
                  のvlu號株197代，198代237個の睾丸より作製27／x～27／xl，1939，濃原「ワクチン」

  （1cc中rス」2憶1千萬），「ガーゼ」で2回濾過し更に3倍に稀羅して使用す．

1羽翼197代，Vlr號株98代， VIII麗株202代9個e睾丸より6／11，194⑪作製，「ス」

40／1西旭毎に2倍に山崎

琴號株105代，27鵬株67代6個の睾丸よb12／ II ，194⑪作製，「スjl 5－20／1

  19／II， 194⑪督こ混和

vlu號株203代， Ix號株97代6個の睾丸よ：り20〆1［，1940作製，「ス」1520／1
      ぷ
抗原Kl＋抗M． sv十vm號株（睾丸17⑪個を241v～8／vl，1940摘出す）を5／vz【，1940

混和したる濃原「ワクチン」にて三品毎に3倍以上に稀博して「ス」15／1程度にす。

微毒購巨細
    【抗康＼

10

［里国

陽

 性

（86例）

陰

 性

（131例）

 I

 I正

 III

II十lfl

 IV

 v

 計

計（％）

 I

 II

 皿【

1［ 十IKZ

 工V

 v

 計

1計（％）

o

o

50

13

13

12

7

4

99

ア5．5

o

o

14

3

1

1

19

14．5

20

o

o

3

1

1

5

3．8

40

1

1

1．1

2

1

1

1

5

3．8

80

7

3

z

1

1

13

15．1

1

1

2

1．5

160

33

3

2

13

8

3

62

72

1

1

O．8

32e

6

3

1

10

11．6

o

o

計

46

3

5

14

12

6

86

70

17

16

16

 7

 5

131

註1）＝1⑪倍稀羅（血清のみの稀羅では5倍）に於て凝集反懸陰性

註2）；10倍割羅に於て凝集反態弱陽性

反慮陽性である．

 徽毒反憲全く陰性の．血清131例中，1：1⑪の稀

繹に於て凝集反慮陰性例は99例（755％），同じ

稀繹で弱陽性は19例（145％），1：20以上の稀繹

に於て（血清のみの稀樺で1：10以上に摺る）疑

しい挙隅叉は弱陽性反響を示すもの13例（10％）

を示した．

 3。崎守反憲陽性及陰性の入騰脊髄液：に．於け

る凝集反慮

 騒脊髄液に於ける凝集反慮は第3章5に於て

選べた如くその時間的關係に於て37。C 3時間

放置後の槻察では不充分である．從って37。C

24時間放置後の槻察を探用した．併し「ス」が屡

々少くなり判定不能の例もある．

1 16 ］



徽毒「ザクチソ」に開する研究 17

 「ワ」氏特写陽性の購脊髄液36例は全て凝集反

慮陽性であb（不定3例を除⇔，力債は最低

1二4最高1：80である．此内1：20が15例，

1：40が8例，1：10が5例で1：10～1：4⑪の稀繹

の凝集便を有する例が最：も多く28例7Z7％であ

る．

 370C24時間後に顧て「ス」数の減少を來し判

定不能とix bたるものは3例（8．3％）である．

 「ワ」氏反慮陰性の騒脊髄液：43例中凝集反E v全

く陰性は38例（88％）である．4倍稀繹（拶脊髄

液のみの稀繹は1＝2に當る）に於て凝集反慮陽

性は1例（2．3％），2倍稀繹（麟脊髄液と抗原を

…一一一L盾ﾉして1：2の稀繹のもの）に於て疑しい反

慮を有するものは4例である．從って「ワ」氏反

鷹陰性の磯脊髄液43例申には1＝10以上の稀繹

（舶載髄液のみの稀繹では亘15に當る）に於て

第8表 人脳脊髄液の凝集反磨

抗原言 第7表の抗原と全く同一のもの

徽毒反慮 型物 陰性 4 10 20 40 80 不定 計

1 2 1 1 4

11 1 1 2
陽

工【十IH 2 2 4 3 11

IV 4 3 1 2 10

挫
V 1 3 4 1 9

（36例） 計 0 3 5 15 8 2 31｝ 36

＼一一一一一一）一一一一一一’
計（％） 0 8．ε 77．7

1 1 1

1正 2 2
陰，

II十m 8 2 10

IV 4 4
性
V 23 1 2 26

（43例）
計 38 1 0 0 0 ⑪ 42） 43

計（％） 88 2．3

一 一

聯1）：「ス」少く判定不能

註2）：2倍稀羅（抗原液を加えない時は甲羅されをらず）に於て凝しい反

    懸を有するもの

は凝集反慮陽性を現すものは無かった。

附精碑分裂症患者の噛脊騰凶報結棲性疾呼

   の血清及腹水の凝集反慮

 當大學精紳科井上氏より分譲して頂いた精紳

分裂症患者10名の騰脊髄液は徽毒断島西凝集反

憲共に全く陰性であった．叉院内患者の血清5

例は結核性疾患を有してむたが，徽毒反鷹及凝

集反憲は陰性であり，叉徽毒書評陰性の1例の

腹水も凝集反鷹は陰性であった事を附言する．

第5章紹括並に結論

「アンチフオルミン」虚理「ワタチン」に・依る試

験管内凝集反慮の債値を論ずるに次の如くであ

る．

徽毒反慮（「ワ」氏反鷹，村田反慮）陽性の人血

［ 17 11



18 淺 野

清（86例）及騒脊髄液（36例｝な共に凝集断頭陽性

であb，徽毒の2反憲と全く一致してみる．此

事は先に谷i教授が30例の人血清に就て同様に：報

告されてるる。只その凝集償は著者のものは梢

高v、． （谷i謬ヒ授1：2⑪～1：12⑪，著者1：40～1：320）。

 徽毒反慮陰性の人血清（131例〉及謄脊髄液（43

例）に於て大部分の例は凝集反鷹陰性であった

が，少数例に於て弱陽性反慮を示すものがあっ

た。帥人血清に於そ1：20以上の稀繹では10％

の躬陽性反憲を示すものがあ）｝，1：40以上の

稀繹でも6．1％の弱陽性反憲を示す．又1：80以

上の稀繹では陽性i率2．2％に減じたが，徽毒反

駁陽性血清の内1．1％の例撒に於て此響動で陰

性反鷹のものがあるといふ鋏陥がある。白井を

綜合し凝集反慮を診断的に使用する場合の債値

は人血清で1：40（血清のみの稀繹で1：20）以上

の稀繹を使用すれば「ワ」氏反慮と94％に一致す

る成績となる．

 徽毒反慮陰性の血清に於て贈爵例に凝集馬蹄

が陽性に現れる原因に就て思考するに抗原の良

否叉は抗原の安定性が考へられる．第8表に於

ける6種の抗原（1，II， II［， II十III， IV， V）の

内IV抗原は例；敷が少いが，徽毒削磨陰性のも

のは反懸も陰性である．IV抗原は普逓の濃度

（「ス」15－20／1）に製作されたものであり，1，

II， vの各抗原は濃厚抗原（「ス」40／1以上）で

あり検査毎に稀謁して使用したのであるが，稀

下前には組織片が多く含まれており之が凝集反

慮に關係したかも知れない．併しIII抗原も普

通の濃度（「ス」15－20／1）でありs而も成績は

良好とは言へぬから之のみでは読明がっかな

い．

 全般的に抗原液が古くなると殊に50日以上を

経た陳蕾抗原では親しい抗原液に比較し徽毒反

軍陰性の血清に陽性反町が現れる率が引眉する

が，之は陳奮抗原では或程度安定性が失はれる

ものと判断した．

 谷教授の報告に於て3⑪例の徽毒丁零陰性血清

の内1例（3．3％）のみ1：80の稀繹難癖慮が陽性

で此者は徽毒の疑にて2～3本の「サルバルサ

ン」の治療をした事が龍載されてお砂，著者の

徽毒反戦陰性にして凝集反慮陽性のもの玉内に

は徽毒の既往症のものがあるかも知れない。

 人謄脊髄液：に於て，徽毒三鷹陰性にして凝集

反慮陽性例は1：4稀繹に慌て23％であ勢，此

稀繹に於て徽毒断鷹1陽性例の最近凝集債を示し

徽毒反鷹陽性例の8．3％を占めてみる．即入謄

脊髄液の診断舞舞査として凝集軽輩を用ふる時

の債値は稀澤1：4以上を用ひて「ワ」氏反慮と

の一致率98％である。

 人立脊髄液に於ても抗原IVは徽毒反慮と全

く一致した．

 以上に依り「アンチフオルミン」想念「ゾクチ

ン」に依り試験管内凝集反懸の前掛は徽毒反憲

陰性例に早して「ワ」氏反憲と完全に一致しなV・

LV・ふ或程度の鉄陥はあるが，徽毒反撃陽性例

に於て全く一一・Stし，その債値は「ワ」氏反慮程で

ないとしても高く評債さるべきものと信ずる．

只著者の實験例は梢少く，充分槍討するには猫

多数の例に就き槍査する必要があったのである

が，事攣の爲中止するの止むなき’に至ったのは

誠に遺憾である。

 1．「アンチフオルミン」虞置「ワクチン」は

「ス」株，食塾の濃度（0．85％及O．4％）を攣へて

作製しても，異なる日に作製しても影響が無

く，その有効保存期闇は少く共80日間である．

 2、此抗原と人血清との凝集反憲は37。C3時

間後完成されるが，脳脊髄液との凝集反憲は夫

噸は不充分で37。C24時間を要する。此際「xj

激の減少を潔し，判定不能の事もあるので爾方

法を併用するのが無難である．

 5．興醒反慮陽性の人血清及臓脊髄液と此抗

原の凝集反響は例外なく陽性であり，人血清の

凝集債は最低40倍最高320倍である．その内160

倍陽性が全例数の72％を占爵・謄脊髄液では4

倍乃至80倍の凝集債を有し，10倍乃至40倍の凝

集債を有するものが大部分で全例敷の77．7％を

占めてみる．

 4．徽毒反鷹陰性の人血清醇厚脊髄液は殆大

多数の例は凝集反慮陰性である．極少数の例外

［ 18 ］
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はあるが，徽毒反慮陽性例に比較しその凝集債

は低い．

 5．同一人の血清と騒脊髄液の凝集反慮を比

較すると血清は騒脊髄液に比して張度に現れそ

の力便は4倍乃至16倍である．

 （欄筆するに臨み，本研究中御懇篤なる御指導と御

鞭燧を辱ふし，且御校閲の勢を賜った恩師谷教授に深

謝す）。
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